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平成３０年度進学拠点校等充実普及事業実施報告書（拠点校） 

 

                             宮城県岩ケ崎高等学校 

 

１ 学校の進学の現状について 

 （１）４年生大学への現役進学状況（平成３１年３月２８日現在） 

           ＊すべて実数で記入すること。 

                進学拠点校等充実普及事業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  平成２８年度 

  (H29.3卒業生) 

  平成２９年度 

  (H30.3卒業生） 

平成３０年度 

(H31.3卒業生) 

合格者数 進学者数 合格者数 進学者数 合格者数 進学者数 

 国公立４年制大学 

 

１０ 

 

９ 

 

１０ 

 

９ 

 

９ 

 

７ 

 

 私立４年制大学 

 

５２ 

 

４９ 

 

３７ 

 

３５ 

 

３０ 

 

２８ 

 

 

卒業者数 進学志望者数(A) 進学者数（B) 進学達成率(B/A)% 

     ８２ ４５ ３５ ７８％ 

 

 （２）平成３０年度(Ｈ３１年３月卒業生）主な進学先 

     ＊具体的な大学名を記入し，大学名の後に（合格者数）を記入すること。 

 ①国公立４年制大学 

 岩手大学(3) 北海道教育大学函館校(1)  室蘭工業大学(1)  釧路公立大学(1)            

 青森公立大学(1)  高崎経済大学(1)  都留文科大学(1) 計9名 

 ②私立４年制大学 

 東北学院大学(3) 東北福祉大学(7) 宮城学院女子大学(8) 東北工業大学(2) 盛岡大学(10)  

白鷗大学(2) 国際医療福祉大学(2) 明治大学(1) 成蹊大学(1) 神田外語大学(1) 

桜美林大学(3) 東海大学(1)  神奈川大学(1)  武蔵野大学(3) フェリス女学院大学(1) 

大正大学(2)など延べ62名 

 

２ 当事業実施による目標の達成状況や成果について 

  当事業実施により，一般受験で国公立大学に挑戦する生徒が増えた。昨年度は延べで24名であ

ったが，今年度は27名出願した。合格はしなかったものの今年も東北大学に挑戦した生徒が1名

いた。最後まで第一志望にこだわって受験する生徒が多かったため，合格率には結びつかなかっ

たのが残念であるが，次年度の合格を期待したい。また，国公立大学に合格したにもかかわらず，

保護者の意向で入学を辞退するケースもあり指導の難しさを感じた。私立大学に関しては，昨年

同様首都圏の大学で苦戦した。ただ，今年は久々に明治大学や成蹊大学の合格者が出るなど昨年

よりも善戦したと言える。 

  本校の進路希望は，大学進学，高等看護学校進学，公務員志望と多岐に渡っているが，当事業

が高看合格率（７３．０％）や公務員合格率（７０．２％）の高さにもつながっていると考えら

れる。 



 

３ 平成３０年度に実施した個別事業について 

 

事業項目 

 

ねらい 

 

実施状況 

 

成果と課題 

大学入試センタ

ー試験対策研究

会参加 

 

教員の指導力向上

を図る。 

 

 

 

仙台市内の予備校での講座に

国語科教員1名，地歴科教員1

名が参加。 

 

 

センター試験で得点させ

るための指導法を学ぶこ

とができた。ベテラン教

諭も率先して参加した。 

 

東北大入試問題

研究会参加 

 

教員の指導力向上

を図る。 

 

 

仙台市内の予備校の講座に国

語科教員1名，理科教員1名，

英語科教員1名が参加。 

 

東北大の入試問題の詳細

な分析，得点をもらえる

答案の作り方やその指導

について学ぶことができ

た。 

 

先進校視察 

 

 

 

教員の指導力向上

を図るとともに，

新入試についての

取り組みについて

情報収集する。 

 

ベテラン教諭と若手教員が秋

田県と岩手県の公立高校を視

察，英語科の若手教員2名が

栃木県内の公立高校2校を訪

問した。 

 

新入試に向けた取り組み

については参考になる点

を取り入れ，英語の4技

能を高める指導法につい

て学ぶことができた。 

 

進路指導ワーク

ショップ参加 

 

各学校の進路指導

に関する取り組み

を共有し，本校の

進路指導体制の向

上に役立てる。 

1学年主任兼進路指導部員が

参加した。 

新入試について先進的な

取り組みについて情報を

共有することができた。

特に組織的な研究の進め

方について学ぶことがで

きた。校内での組織作り

に活かしたい。 

 

各大学の説明会

参加 

 

現行の入試および

新入試についての

情報を収集する。 

三大学説明会をはじめ，個々

の大学の説明会に進路部員お

よび3年担任が参加した。 

新入試に関連した情報に

ついては職員会議で報告

し，全職員で共有できる

ようにした。今後も情報

の共有化に力を入れた

い。 

 

模擬試験全員受

験(1･2年)と模

擬試験分析会の

実施 

 

 

生徒の実態を把握

することにより，

適切な進学指導及

び授業改善に役立

てる。 

新入生のスタディサポートの

分析会，1･2年の7月と11月の

模擬試験の分析会を実施し

た。 

学習到達度や学びに対す

る姿勢をより細かく把握

することができ，進路選

択や受験科目選択，授業

改善に役立った。また，

二者面談にも活用するこ

とができた。 



進路対策検討会

の実施 

一人ひとりの生徒

の情報を共有し，

より適切な志望先

および受験スタイ

ルの決定に役立て

る。 

5月の二者面談の前，7月の三

者面談の前に3学年の進路検

討会を実施した。 

担任をする教員が余裕も

って面談に臨むことがで

きた。また，チームで進

路指導に取り組む雰囲気

が高まった。 

大学出前授業 大学の先生の講義

を受けることによ

り，進路意識の高

揚を図る。 

2･3年生の対象に5講座で実施

した。生徒の進路希望をもと

に講師を選定。岩手大，東北

学院大，国際医療福祉大等の

教員に依頼した。 

大学の先生の講義を直接

聞くことにより，大学の

学びについて理解するこ

とができた。 

東北大オープン

キャンパス 

 

1学年の生徒に大

学について具体的

なイメージを持た

せ，大学に進学し

たいという志を持

たせる。 

1学年を対象に7月31日に実

施。1学年教員が引率。見学

する学部は生徒の希望に添っ

て決定。 

実際に大学のキャンパス

を見学したり講義を受け

ることにより，学問に対

する興味・関心を高める

ことができた。また，大

学での学びのレベルを意

識することができた。 

2･3年合同学習

合宿 

 

 

2年生と3年生が合

同で合宿すること

により，互いに切

磋琢磨しながら長

時間集中して学習

する姿勢を育て

る。 

8月上旬に東北自治総合研修

センターを会場に実施。2・3

年生併せて60名が参加した。

予備校講師による英語の講習

も実施した。 

最初から落ち着いた雰囲

気の中で学習に取り組む

姿が見られた。先生方へ

質問する生徒も多く，有

意義な合宿であった。 

夢ナビライブ参

加 

様々な大学の講義

や説明を聞くこと

で，進路に関する

情報収集し，広い

視野から進路選択

する姿勢を育て

る。 

10月上旬の土曜日に夢メッセ

で行われた夢ナビライブに2

学年全員が参加。2学年教員

が引率。 

近隣の大学だけでなく，

遠くにある大学について

の情報を得ることができ

た。志望する国公立大学

の幅が広がった。次年度

も実施したい。 

課外講習 大学受験対策・基

礎学力養成として

実施。 

夏期課外･冬期課外･平日課外

を各学年で実施。 

生徒の実態に合わせた講

習で参加率も高い。次年

度はさらに充実したもの

にしたい。センター試験

後の課外については持ち

方を検討したい。 

進路講演会 外部講師による話

を聞くことによ

り，進路意識を高

める。 

1年生は10月と12月に，2年生

は10月に実施。講師はベネッ

セの高校事業部の方と富士大

学の鈴木輝彦教授。 

大学入試のしくみや動向

について理解できた。ま

た，鈴木輝彦教授の話は

心に響く内容であった。 

 



進路体験発表会 卒業生による進路

達成に向けた具体

的な取り組みにつ

いての話を聞き，

今後の受験勉強の

参考とする。 

進学，公務員試験に合格した

先輩の体験を聞いた。1月は 

AO入試と公務員試験に合格し

た先輩から，3月は一般入試

で大学に合格した先輩の話を

聞いた。2年生対象の行事。 

3年生の熱のこもった体

験談を，2学年の生徒は

メモを取りながら聞いて

いた。また，「進路だよ

り」にその内容を掲載し

た。 

 

各種校内コンク

ールおよび朝自

習の実施 

語彙力，表現力，

発想力等の向上，

国数英の基礎事項

の定着を図る。 

全学年を対象に漢字コンクー

ル(年8回)，数学コンクール

(年2回)，小論文コンクール

(年1回)実施。朝自習は試験

期間を除き毎日実施。 

特に漢字コンクールはク

ラスマッチとして楽しん

でおり，志望理由を書く

際にも助かっている。 

 

社会人ワークシ

ョップ 

1学年対象の行事

で，職業観の育成

を図る。 

地元ロータリークラブの方か

ら自分の職業についての話を

聞き，その後質疑応答の時間

を設けた。 

自分の関心のある職業，

知らなかった職業につい

て知り，視野を広げるこ

とができた。次年度は持

ち方を検討したい。 

 

栗原市役所岩高

支所 

探求する姿勢，協

働する力を育成す

る。また，大学で

の学びにつなげ

る。 

2学年の「総合的な学習の時

間」に実施したグループでの

活動。各グループでテーマを

設定し，課題解決に向けて調

べ学習や討論をし，最後はそ

れをまとめ，プレゼンテーシ

ョンした。 

 

今年度で2回目の実施で

ある。大学入試の志望理

由書を書く際にも役だっ

ている。 

NIE学習 社会の出来事に対

して関心を持ち，

視野を広げる。ま

た，大学の学びに

もつなげる。 

3学年の「総合的な学習の時

間」に実施。自分の関心のあ

る新聞記事を切り抜きし，そ

れについて意見をまとめ，グ

ループで話し合ったり，SHR

で発表した。新聞社の方にも

講義をしてもらった。 

 

社会の出来事に対して関

心を持つようになった。

また，AO入試や推薦入試

の志望理由書や面接で役

立った。 

今未来手帳の活

用 

生徒が先を見通し

て自立的に学習に

取り組むための一

助とする。 

本校の生徒全員が今未来手帳

を活用。担任の先生が定期的

に集めてコメントを記入。 

生徒との関係作りに役立

っている。学習時間の増

加に十分つながっている

とは言えないので今後活

用の仕方を検討したい。 

 

 


